
中学校における運動部活動改革の現状と今後の取り組みについて 
平成１９年４月 
スポーツ課 

１ 平成１８年度の取り組みの主な項目 
・ 中学校区ごと担当する指導主事・専門主事を設け、スポーツ活動運営委員

会立ち上げに向けて支援する。 
・ 研修会等開催し、スポーツ活動の指導に貢献できる指導者を育成する。 

 
２ 平成１８年度の取り組みの概要 
（４～ ６月）市町村教育委員会・校長会・中体連・体育主任・ＰＴＡ説明会 
     ◇のべ２３会場にて説明 
（７～ ２月）担当主事が市町村教育委員会及び学校訪問により設立支援 

◇８１全市町村訪問・連絡による支援 
（７～ ２月）文部科学省「外部指導者発掘・養成・活用調査研究」事業推進 
     ◇大学講師、ＰＴＡ代表、長野県体育協会、長野県体育センター、 

長野県中学校体育連盟、調査研究協力地域１２市町村で組織 
     ◇外部指導者の発掘・養成・活用のあり方について調査研究 
（９・ ３月）スポーツ活動運営委員会立ち上げ進捗状況調査 
     ◇平成１８年度９月現在、学校・市町村教育委員会・保護者・外部 

指導者・競技団体等との協議の場を設けた 
         市町村（３３）４１％  中学校（１０３）５３％ 
      ◇平成１８年度２月現在、スポーツ活動運営委員会を設置している        
         市町村（１９）２３％  中学校（４６）２４％ 
     ◇平成１９年度に設置予定 
         市町村（２３）２８％  中学校（６２）３２％   
       設置のための準備会を開催 
         市町村（８） １０％  中学校（２０）１０％  
（３月）   スポーツ活動運営委員会担当者会 
     ◇外部指導者発掘・養成・活用調査研究事業の実践発表 
     ◇市町村担当者相互の情報交換 
（３月）   スポーツ活動運営委員会設立事例集作成 
     ◇１０市町村、２３中学校      
 
３ 今後の取り組みのポイント 
 ・中体連との連携 
 ・市町村教育委員会、学校、地域、保護者の理解 
 ・市町村や地区単位の連絡協議会の開催 
 ・スポーツ活動設立事例集の活用 
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